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１．はじめに 

織物、編物、組紐などのテキスタイルを基材

とした炭素繊維強化プラスチック（CFRP）で

あるテキスタイルコンポジットが注目されてい

ます。 

尾張繊維技術センターでは、これまでに編物

を基材としたCFRPの開発に取り組んできまし

た。ニットは繊維の屈曲が大きいため、通常で

は炭素繊維の損傷が激しく、編成することがで

きません。当センターでは炭素繊維を他繊維で

のカバリングにより保護することで、編成を可

能とする技術を開発しました。 

今回、この技術を活用して、和光技研工業株

式会社、株式会社トレステックと共同で、無縫

製編機を用いたCFRP製のヘルメットの試作を

行いましたので、その内容について紹介します。 

２．無縫製編機を用いた炭素繊維の編成 

CFRP の基材には主に炭素繊維をシート状に

したものが用いられますが、ヘルメットのよう

な曲面形状に対しては、シワや繊維のヨレなど

が生じてしまいます。一方、無縫製編機はパー

ツを縫い合わせることなく、繊維を目的とする

立体形状に直接編むことができるため、立体形

状を有する炭素繊維の基材を簡易に製造するこ

とできます。 

カバリングした炭素繊維をヘルメット形状に

編成し、金型に取り付けたものを図１に示しま

す。炭素繊維には 3K、カバリング糸にはウーリ

ーナイロン糸を用いています。頭頂部にかけて

の曲面やツバとなる部分も、カバリング炭素繊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

維の折損なく、金型の形状に合わせて編成する

ことができています。 

３．CFRPヘルメットの成型 

 カバリング糸に用いたナイロン糸は熱をかけ

ることで溶融するため、熱プレスによりナイロ

ンをマトリックス樹脂とした熱可塑性CFRPを

成型することができます。 

ヘルメット形状に編成した炭素繊維を熱プレ

ス成型した結果を図２に示します。成形条件を

検討することで、炭素繊維の折損なく、CFRP

のヘルメットを成型することが可能となりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 

無縫製編機は、繊維を目的とする立体形状に

直接編成できるため、簡易に低コストで立体形

状のCFRPを製造することができると期待され

ます。 

当センターでは、テキスタイルコンポジット

に関する研究を行うとともに、関連する技術相

談を行っております。お気軽にご相談ください。 

 

付記 

 本試作は（公財）科学技術交流財団の企業間

連携推進事業として実施しました。 
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